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異物種類頻度を小腸，大腸に分け集計，また魚骨による
腸管穿孔症例について，主症状，術前診断，好発部位の
検討を行なった。 
20.十二指腸ファイパースコープによる騨管造影につ
いて
篠崎良一(ニ外)
醇や胆の疾患を正確に診断することは，今日の進歩し
た医学をしても決して容易で、はない。
勝管を直接造影して騨疾患を診断しようという試み
は，以前から開腹手術時に拡張した拝管を直接穿刺して
造影したり，拝尾部を切除してそこから造影剤を注入し
たりする方法が行なわれていた。 
1947年 Doubiletらは手術的に 12指腸乳頭からチュ
ーブを挿入して勝管を造影する方法を考案した。
近年になって， 12指腸ファイパースコープの開発と改
良により，内視鏡的に醇管を造影しようという試みがな
されている。
しかし，今後の問題点として
①造影剤の量，濃度，種類，および注入圧と梓炎との
関係。 
②12指腸ファイパースコープ使用によるための感染
の問題。
のふたつが考えられると思う。 
21.臓器凍結保存の基礎的研究
柏原英彦(二外)
ウサギ腎を用い長期保帯を自的として凍結法を試み，
その基礎として細胞活性を酸素消費量で判定し，さらに
組織学的検索を行なった。凍害防止剤として DMSOを
用い，濯流は 400低温室で行なった。融解は 400低温
室で緩速融解した。ヂC下でスライスを DMSOに1時
間浸潰したものでは， 30% DMSO以下では酸素消費
量が高く， 40%では低い。 -4000緩速凍結， 7日保存
では 20%DMSOが最も高いが，保存期間が長くなるに
つれ低下していく傾向にあった。 ドライアイスに直接浸
潰し液体窒素に保存したものは酸素消費量は著明な低下
を示した。組織像はメサンギウムの pyknose，Hyper-
chromatose，核の膨化が認められ，皮質の尿細管は原形
質が不明瞭となり，上皮の剥離，基底膜の膨化・融解，
核の膨化・濃染があり，このような変化は髄質に行くに
従い軽度になる傾向であった。これらの変化は DMSO
濯流群と非濯流群ともに見られたが，濯流群の方が変化
は少なかった。 
22.腎凍結保存の研究
尾崎 梓(二外)
成犬の腎を用いて凍結保存の実験を試みた。
ラボナーJレ麻酔下に成犬の腎を摘出し，ヘパリンを
加えたラクトリンゲル 200ml，凍害防止剤 Dimethyl-
sulfoxide 150.-..20mlで濯流し，これを一定時間-4000
に保存し，再び DMSO液中で復温し右腸骨寵に自家移
植した。今回は移植腎の組織的検索を主として行ない，
つぎの知見を得た。 
1) -4000で24時間以上凍結し自家移植した腎では
ボウマン嚢への惨出，間質の血管からの出血が著明であ
り，これが腎機能再現への道を防げている。 
2) 凍結により尿細管上皮は高度に障害される。 
3) ウサギ腎を用いて上記の方法で凍結し， Warburg 
検圧計で O2消費量を測定すると，良好な結果が得られ
るが，これを血流再開した時点で観察すると暗赤色であ
り，組織は (1)とほぼ同様であった。 
23.下部食道噴門癌ロ側壁内浸潤に関する内視鏡学的
検討
中村雅一(二外) 
① 内視鏡学的に腫癒として認められたものを口側壁内
浸潤距離より T r.T][.Tm.に分類し，昨年の例会にて発
表した。今回は本年の下部食道噴門癌 36例中， 内視鏡
学的に腫癌として認められたもの 9例を Tr.T][.Tm.に
分類，その壁内浸潤距離を測定した。 
② 内視鏡学的壁内浸潤および壁内転移の所見と組織学
的診断とを対比した。 
③ 下部食道噴門癌の生検方法。
④従来の下部食道噴門癌壁内浸潤の内視鏡学的所見と
してあげられている小隆起，太い falte食道壁硬化，粘
膜の槌色などとその生検成績より内視鏡学的に検討を加
えた。 
⑤ 900片開き 3mm食道生検錯子を試作した。 
24.血液透析時における腎血流量の変動について
原 壮(二外)
体外循環としての血液透析が腎不全患者にとっlてはか
なりの侵襲となることは容易に想像される。どの程度腎
機能が悪化すれば，血液透析が腎に対して侵襲として働
くか知るために，透析時の腎血流量の変動を萩原の作製
した交叉熱電対を用いて，正常犬と両側尿管結実誌による
急性尿毒症犬について，体血圧と同時に測定し，比較検
討した。血液透析には小高の考案した DuralminDia-
lyzerを使用した。
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正常犬では腎血流量および収縮期血圧は priming時
にわずかに減少したが，透析中は著明な変動は認められ
なかった。尿毒症犬については， priming時および，透
析中ともに著しい減少をきたした。また腎血流量は収縮
期血圧に比して，その減少ははるかに著明であった。
腎血流量，収縮期血圧の減少率と尿管結書記後時間との
関係について検ベて見たが，未だ症例も少ないせいか，
明確な関係は見いだ、せなかった。 
25.核酸の同種皮膚移植片におよほす影響-第 H報一
田所潔(二外)
前回の例会ではラットを用い recipient由来の RNA
が同種皮膚片の生着を延長させること，また secondset 
reactionに対してもなんらかの効果があり，拒否反応
を起こした後の肝 RNAが皮膚片生着にある程度の影
響を与えることなどを報告した。
今回は実験方法，使用した RNA，拒否反応の判定な
どは前回と同様だが， RNAに incubateする時間を 60
日の15"，7分間にしてみたところ，生着目数は180分"，
延長があった。これは前回の 15分間 incubateしたも
のとほぼ同じであった。また皮膚片を RNAで 15分間 
incubateし，これを生食水で洗携した後に皮膚移植を
行なったところ，生着日数は延長しなかった。
つぎに RNAと ALSの併用の効果をみる実験を行
なったので報告したが，これは今後さらに検討を加えて
いきたいと思っている。 
26.下部食道噴門癌の X線像と手術々式との関係
辛 京碩(二外)
正常例 100例における噴門部のX線学的描出像および
下部食道噴門癌 63例における， X線上噴門輪から食道
への癌浸潤の長さと手術術式との関係を切除標本におけ
るowの面から検討し，つぎのような結論を得た。 
1. 噴門輪およびその周辺部はX線学的に立位および
臥位の右側横位に正面からとらえられ，正常および異常
の所見がえられ易い。 
2. 立位右側横位にて， X線上噴門輪より食道への癌
浸潤が 3cmをこえる下部食道噴門癌の手術は，胸腔内
切除が望ましい。 
3. X線上食道への癌浸潤が 2.5cmでは， X線上の
食道への癌浸潤の長さ +0.5cm以上の食道切除が行な
われることが望ましく，腹腔でこの長さが得られないと
きは，胸腔内で切除することが必要である。 
3.X線上癌腫口側端の性状が浸潤型のものは，限局型
のものより長い食道切除を必要とする。 
27.各種麻酔剤の腎皮質および髄質血流量におよほす
影響についてー交文熱電対法による-
平沢博之(二外)・米沢利英(千大・麻酔)
麻酔剤の腎への影響を知ることは重要であるが，なか
でも腎血流量の変化が最も重要である。われわれはイヌ
を用いて，交叉熱電対法により測定した腎皮質髄質血流
量および排尿量から，麻酔剤の腎への影響を検討した。
用いた麻酔剤は halothane，methoxyflurane，thiopen-
tone，ketamine，Thalamonalの5種である。 Halotha-
neおよび methoxyfluraneでは腎血流は皮質髄質とも
同様に減少した。 thiopentone による血流量減少は一
過性であった。 Ketamineでは体血圧の増加にもかかわ
らず腎血流量は軽度減少した。 Thalamonalでは体血圧
の減少とは逆に皮質血流は増加した。また髄質血流はほ
とんど変化しなかった。これらの変化には体血圧の変化
ならびに血中 cathecolamineの変化が大きな因子とな
っている。一方排尿量の面ではいずれの麻酔剤も程度の
差はあるが抑制的に作用した。尿量の変化は腎血流の変
化と必ずしも平行でない。これは腎皮質髄質血流分布に
変化が生じ countercurrent systemに影響を与える
こと，血中 ADH，Aldosteroneの変化などが考えられ
る。 
28.抗リンパ球 rG長期投与ウサギ末梢リンパ球の 
phytohemagglutinin Mに対する反応性
落合武徳(二外)
ウサギ腸間膜リンパ節と牌臓のリンパ球をヤギに免疫
して作製した ALrG20mgを， 5日間隔でウサギに 210
日にわたって投与し，その過程で末梢リンパ球培養を行
ない， PHA・M で刺激した時のリンパ球のチミジーンの
とりこみにつき報告した。 リンパ球培養は 20%仔牛胎
児血清加 Eagleの MEMで5%炭酸ガス培養を行な
い， PHA 0.02 cc 48時間培養を行なった。トリチウム・
チミジンは培養終了 4時間前に加えた。 
(1) ALrG投与翌日の培養リンパ球のチミジンのと
り込みは正常ウサギのとりこみの 14倍に達し， PHAを
加えないリンパ球培養で、も，チミジンのとり込みは増加
した。 (2)ALrG長期投与後もチミ汐ンのとり込みは
同程度に増加していた。 (3)正常ヤギ rG投与翌日のリ
ンパ球はチミジンのとりこみが正常とほぼ同じであっ
た。 (4)長期投与(正常ヤギrG)後にはチミ汐ンのと
り込みは増加していた。
